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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ジョブを保持する保持手段と、
　ユーザからジョブ実行中止の指示を受け付ける第１の受付手段と、
　前記保持手段に保持されているジョブの実行順に関するリストを表示させる表示制御手
段と、
　前記第１の受付手段によりユーザからのジョブの実行中止の指示を受付け、前記保持手
段により保持されているジョブが複数であると判定された場合、前記リストに表示された
ジョブのうちユーザからジョブ選択の指示を受け付ける第２の受付手段と、
　前記第２の受付手段によりユーザから選択の指示を受け付けたジョブがキャリブレーシ
ョンジョブである場合、前記キャリブレーションジョブを前記リストに表示されるジョブ
のうち少なくとも１つのジョブが実行された後に実行するか、前記キャリブレーションジ
ョブを中止するかを前記ユーザが選択し、前記キャリブレーションジョブを前記リストに
表示されるジョブのうち少なくとも１つのジョブが実行された後に実行することが前記ユ
ーザから選択されると、前記リストに表示されるジョブのうち少なくとも１つのジョブが
実行された後に、前記ユーザから選択の指示を受けたキャリブレーションジョブを実行し
、
　前記第２の受付手段によりユーザから選択の指示を受け付けたジョブがキャリブレーシ
ョンジョブではない場合、前記ユーザから選択の指示を受け付けたジョブの実行を中止す
るジョブ制御手段と、
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を有することを特徴とする印刷装置。
【請求項２】
　前記第１の受付手段によりジョブ実行中止の指示を受け付け、前記保持手段により保持
されているジョブが複数でないと判定された場合、前記表示制御手段により前記リストを
表示しないことを特徴とする請求項１に記載の印刷装置。
【請求項３】
　前記保持手段により保持されているジョブが複数でないと判定された場合、前記ジョブ
制御手段は、前記第１の受付手段により受け付けたジョブ実行中止の指示に基づき前記保
持手段に保持されているジョブの実行を中止することを特徴とする請求項１または２に記
載の印刷装置。
【請求項４】
　ジョブを保持する保持工程と、
　ユーザからジョブ実行中止の指示を受け付ける第１の受付工程と、
　前記保持工程で保持されたジョブの実行順に関するリストを表示させる表示制御工程と
、
　前記第１の受付工程でユーザからのジョブの中止の指示を受付け、前記保持工程で保持
したジョブが複数であると判定された場合、前記リストに表示されたジョブのうちユーザ
からジョブ選択の指示を受け付ける第２の受付工程と、
　前記第２の受付工程でユーザから選択の指示を受け付けたジョブがキャリブレーション
ジョブである場合、前記キャリブレーションジョブを前記リストに表示されるジョブのう
ち少なくとも１つのジョブが実行された後に実行するか、前記キャリブレーションジョブ
を中止するかを前記ユーザが選択し、前記キャリブレーションジョブを前記リストに表示
されるジョブのうち少なくとも１つのジョブが実行された後に実行することが前記ユーザ
から選択されると、前記リストに表示されるジョブのうち少なくとも１つのジョブが実行
された後に、前記ユーザから選択の指示を受けたキャリブレーションジョブを実行し、
　前記第２の受付工程でユーザから選択の指示を受け付けたジョブがキャリブレーション
ジョブではない場合、前記ユーザから選択の指示を受け付けたジョブの実行を中止するジ
ョブ制御工程と、
を有することを特徴とする印刷装置の制御方法。
【請求項５】
　コンピュータに請求項４の印刷装置の制御方法を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、キャリブレーション処理を行う画像処理装置、画像処理装置の制御方法、及
びプログラムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　プリンタ、複写機等の画像処理装置では、環境条件（温度、湿度等）の変化や、プリン
タエンジンが持つ定着器の温度変化、帯電器の帯電状態変化、プリンタエンジンが持つ各
種部品のズレ・変形等の影響で、プリンタエンジンの印刷特性が変化することがある。そ
して、この特性が変化した状態で印刷を行なうと、印刷画像における階調性や色味が原画
像のものを再現していないなど、所望のものと異なる結果となる。このため、一定枚数印
刷毎や、起動時に色ずれ補正処理や色調整処理を行なうことが多い。以後、色ずれ補正処
理や色調整処理を総称してキャリブレーション処理と呼ぶ。
【０００３】
　キャリブレーション処理にある程度の時間がかかるため、ユーザが実行中に印刷指示を
行った場合、ユーザの印刷指示から実際に印刷が実行されるまでの時間が、通常よりも長
くなる。このような課題への解決方法として、センサ値や前回のキャリブレーション処理
からの経過時間に基づいて、キャリブレーション処理を実行するか否かを判断することで



(3) JP 6184072 B2 2017.8.23

10

20

30

40

50

、キャリブレーション処理の実行を抑制する方法が提案されている（特開２００４－９０
４５７）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－９０４５７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の方法では、キャリブレーション処理の実行頻度を下げることでユーザが印刷待ち
になる頻度を削減することは可能である。しかし、キャリブレーション処理を実行するか
を他の処理の実行順を考慮してユーザに決定させる仕組みは考えられていなかった。
【０００６】
　本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、本発明の目的は、ユーザにキ
ャリブレーション処理を実行するかを他の処理の実行順を考慮して決定させる仕組みを提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成する本発明の印刷装置は以下に示す構成を備える。
　ジョブを保持する保持手段と、ユーザからジョブ実行中止の指示を受け付ける第１の受
付手段と、前記保持手段に保持されているジョブの実行順に関するリストを表示させる表
示制御手段と、前記第１の受付手段によりユーザからのジョブの実行中止の指示を受付け
、前記保持手段により保持されているジョブが複数であると判定された場合、前記リスト
に表示されたジョブのうちユーザからジョブ選択の指示を受け付ける第２の受付手段と、
　前記第２の受付手段によりユーザから選択の指示を受け付けたジョブがキャリブレーシ
ョンジョブである場合、前記キャリブレーションジョブを前記リストに表示されるジョブ
のうち少なくとも１つのジョブが実行された後に実行するか、前記キャリブレーションジ
ョブを中止するかを前記ユーザが選択し、前記キャリブレーションジョブを前記リストに
表示されるジョブのうち少なくとも１つのジョブが実行された後に実行することが前記ユ
ーザから選択されると、前記リストに表示されるジョブのうち少なくとも１つのジョブが
実行された後に、前記ユーザから選択の指示を受けたキャリブレーションジョブを実行し
、　前記第２の受付手段によりユーザから選択の指示を受け付けたジョブがキャリブレー
ションジョブではない場合、前記ユーザから選択の指示を受け付けたジョブの実行を中止
するジョブ制御手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、ユーザにキャリブレーション処理を実行するかを他の処理の実行順を
考慮して決定させることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】画像処理装置を適用する印刷システムの構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示したパネル部の構成を説明する平面図である。
【図３】図１に示した制御コントローラの詳細な構成を示すブロック図である。
【図４】画像処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
【図５】画像処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
【図６】画像処理装置で表示されるＵＩ画面の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　次に本発明を実施するための最良の形態について図面を参照して説明する。
　＜システム構成の説明＞
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　〔第１実施形態〕
【００１１】
　〔第１実施形態〕
　図１は、本発明の一実施形態に係る画像処理装置を適用する印刷システムの構成を示す
ブロック図である。なお、以下の説明において、ジョブには、画像処理装置に要求される
ジョブ（通常ジョブ）と、キャリブレーションたためのジョブ（キャリブレーションジョ
ブ）とが含まれる。また、本実施形態の印刷システムは、データ処理装置１０１と画像処
理装置としてのプリンタ１０２とを有して構成される。ホスト装置としてのデータ処理装
置１０１は、例えば、パーソナルコンピュータであり、画像処理装置で用いる画像情報の
供給源、あるいは画像処理装置の制御装置として機能する。また、プリンタ１０２はレー
ザービームを用いた電子写真方式のものである。
　また、本発明の適用において画像処理装置は、上述の形態に限らずキャリブレーション
を実行できる装置であれば、プリンタに限られるものではなく、コピー機、ＦＡＸ、ある
いはこれらの機能を複数持つ複合機であってもよい。また、印刷方式としては、インクジ
ェット方式等、他の印刷方式のものでもよいことは言うまでもない。
　なお、コピー機の場合、データ処理装置は、原稿の読取りを行ない、その読取りデータ
をコピー機の制御コントローラへ出力するリーダ部とすることができる。また、ＦＡＸの
場合、データ処理装置は、データを受信してそれをＦＡＸの制御コントローラもしくはそ
れに相当する部分とすることができる。
　また、プリンタなどにおいて、外部から印刷データを入力する場合だけでなく、それ自
身にメモリカード等、メモリデバイスを装着して印刷データを入力し、これにより印刷を
行なう形態についても、本発明を適用することができる。
【００１２】
　図１に示すプリンタ１０２において、制御コントローラ１０３は、データ処理装置１０
１から供給される画像情報（例えば、ＥＳＣコード、ページ記述言語等）に基づいて、ペ
ージ毎にラスタデータを生成し、プリンタエンジン１０５に送出する。制御コントローラ
１０３は、キャリブレーションに際して、パッチデータをプリンタエンジン１０５に転送
する。そして、プリンタエンジン１０５から転送されるパッチの濃度測定データや色ずれ
測定データに基づきγ補正テーブルや書き出し位置、ゆがみ補正量等の内容を更新する処
理を行なう。
【００１３】
　プリンタエンジン１０５は、制御コントローラ１０３から供給されるラスタデータに基
づき、レーザービームにより感光ドラム上に潜像を形成し、それを、シアン（Ｃ）、マゼ
ンタ（Ｍ）、イエロー（Ｙ）、ブラック（Ｋ）それぞれのトナーによって現像する。さら
にそのトナー像を印刷媒体上に転写、定着することにより画像等の印刷を行なう。また、
プリンタエンジン１０５は、後述のキャリブレーション処理に際して、制御コントローラ
１０３から転送されるパッチデータに基づき所定のパッチを感光ドラム上にトナー像とし
て形成する。そして、そのパッチの濃度、位置、形状を感光ドラムの周囲に設けた光学セ
ンサによって測定する動作を行なう。
【００１４】
　パネル部１０４は、ユーザインタフェースとして使用される。ユーザは、パネル部１０
４のキー等を操作することにより、所望の動作を指示することができる。また、パネル部
１０４には、プリンタ１０２の処理内容や、ユーザへの警告内容が表示される。図２を用
いて、パネル部１０４の構成を説明する。
【００１５】
　図２は、図１に示したパネル部１０４の構成を説明する平面図である。
　図２において、４０６はＬＣＤで、各種のＵＩ画面を表示するとともに、当該ＵＩ画面
に対するユーザからのタッチ入力を受け付ける。ここで、ＬＣＤ４０６は、制御コントロ
ーラ１０３からの指示に基づいて、各種画面の表示を行う。４０１は選択キーで、上下左
右キーと、決定キーから構成される。ユーザは、上下左右キーを用いて、ＬＣＤ４０６に
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表示されるメニュー画面内のカーソルを移動させ、決定キーを押すことによって、カーソ
ルによって選択された項目を決定する。４０２はテンキーで、ユーザから印刷部数等の数
値入力を受け付けるためのキーである。４０３はリセットキーで、設定途中の設定値をク
リアして、設定を初期値に戻すためのキーである。４０４はストップキー（中止キー）で
、実行するよう要求されたジョブを、キャンセル（中止）するための指示（中止指示）を
ユーザから受け付けるためのキーである。４０５はスタートキーで、設定した内容の画像
処理を開始する場合に押下される。なお、本実施形態における４０１～４０５はハードキ
ーで構成されている。
【００１６】
　図３は、図１に示した制御コントローラ１０３の詳細な構成を示すブロック図である。
【００１７】
　図３において、パネルインタフェース部（パネルＩ／Ｆ部）３０１は、パネル部１０４
とのデータ通信を行う。ＣＰＵ３０９は、このパネルインタフェース部３０１を介して、
ユーザがパネル部１０４において設定、指示した内容を確認することができる。一方、ホ
ストインタフェース部（ホストＩ／Ｆ部）３０２は、ネットワークを介してホストコンピ
ュータ等のデータ処理装置１０１と双方向に通信接続するためのインタフェースである。
また、エンジンインタフェース部（エンジンＩ／Ｆ部）３０６は、プリンタエンジン１０
５と通信接続するためのインタフェースである。ＣＰＵ３０９は、このエンジンインタフ
ェース部３０６を介して、図４に示した各信号の状態を知り、プリンタエンジン１０５の
状態を認識することができる。ＣＰＵ３０９は、ＲＯＭ３０４に保持された制御プログラ
ムコードに基づいて、上述の各インタフェース部を始めとして、ＣＰＵバス３２０に接続
された以下に示す各部の制御を実行する。この制御処理には、キャリブレーションに関す
るプリンタエンジン１０５の制御やパッチデータ転送、また、プリンタエンジン１０５か
ら転送される測定データに基づくγ補正テーブルの更新の処理、制御が含まれる。
【００１８】
　すなわち、画像データ発生部３０３は、データ処理装置１０１より供給された画像情報
に基づいて、プリンタエンジン１０５に供給するラスタデータを生成（ラスタライズ）す
る。画像メモリ３０５は、この生成されたラスタデータを一時的に保持するために用いら
れる。
　ＲＡＭ３０７は、ＣＰＵ３０９による上述の各制御で一時記憶用メモリとして使用され
るものであり、図示しない増設ポートに接続されるオプションＲＡＭによりメモリ容量を
拡張できるように構成されている。ＲＡＭ３０７は、また、描画オブジェクトを格納する
描画オブジェクト格納部や、ＣＰＵ３０９の制御プログラム実行におけるワークメモリ等
としても用いられる。また、ＲＡＭ３０７は、ジョブ要求を受け付けた場合、ジョブ受付
順にジョブを保持し、ＣＰＵ３０９が後述するよう制御手順に従って、先に受け付けられ
たキャリブレーションジョブが通常ジョブの終了後に実行するように制御する。
　さらに、ＥＥＰＲＯＭ３１０は、例えば、上述のγ補正テーブル等の画像処理情報を保
持するために用いられ、不揮発性メモリで構成される。
【００１９】
　ＤＭＡ制御部３０８は、ＣＰＵ３０９からの指示により画像メモリ３０５内のラスタデ
ータをエンジンインタフェース部３０６に転送する。これにより、ラスタデータをプリン
タエンジン１０５へ転送することができる。電源制御部３１１はＣＰＵ３０９からの指示
により各装置の電力状態や電源ＳＷ３１２の状態を変化させる。また、電源ＳＷ３１２の
変化を検知し、ＣＰＵ３０９に通知する。電源ＳＷ３１２は外部から使用者がＯＮ／ＯＦ
Ｆを操作することが出来、また電源制御部３１１がＯＮ／ＯＦＦを切り替えることも可能
である。
【００２０】
　ＣＰＵバス３２０は、アドレスバス、データバス、コントロールバスを含み、パネルイ
ンタフェース部３０１、ホストインタフェース部３０２、画像データ発生部３０３、ＲＯ
Ｍ３０４、画像メモリ３０５、エンジンインタフェース部３０６、ＲＡＭ３０７、ＤＭＡ
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制御部３０８、ＣＰＵ３０９,ＥＥＰＲＯＭ３１０,および電源制御部３１１を、それぞれ
接続する。これにより、接続された各部相互のアクセス可能となる。
【００２１】
　図４は、本実施形態を示す画像処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
本例は、図１に示したプリンタ１０２の一般的なキャリブレーション処理例である。以後
、ＲＡＭ３０７に保持された処理の一覧をジョブリストと表現する。また、ジョブリスト
上に表現される処理のことを「ジョブ」と表現する。なお、各ステップは、ＣＰＵ３０９
が３０４等に記憶された制御プログラムを実行することで実現される。
　ＣＰＵ３０９は、起動時、印刷終了時やプリンタエンジン１０５の状態変化検知時等に
自動キャリブレーション処理が必要か否かを判断する（Ｓ４００１）。判断を行うタイミ
ングについて、上記は一例であり、どのようなタイミングで行っても良い。また、自動キ
ャリブレーションが必要か否かの判断基準については、前回のキャリブレーション処理か
らの経過時間、装置内の温度・湿度・帯電状態等の環境変化、印刷面数等から判断するこ
とが一般的であるが、本発明において限定するものではない。
　本ステップにおいて、自動キャリブレーション処理が必要であるとＣＰＵ３０９は判断
される場合には、さらに、ＣＰＵ３０９は、自動キャリブレーション処理を即座に実行す
べきか否かを判断し（Ｓ４００２）、即座に実行すべきとＣＰＵ３０９が判断した場合、
ＣＰＵ３０９は、実行中の他の処理を再開可能な状態で中断する（Ｓ４００３）。例えば
印刷処理を可能なタイミングで中断する。そして、ＣＰＵ３０９は、実行中の処理を中断
後、自動キャリブレーション処理を実行する（Ｓ４００４）。その後、ＣＰＵ３０９は、
中断した処理を再開し（Ｓ４００５）、順次ジョブリスト上の処理を処理の優先度に従い
実行して（Ｓ４００７）、本処理を終了する。このように、本実施形態では、キャリブレ
ーションジョブを実行すべき必要があると判断した場合（Ｓ４００２）、通常ジョブの処
理を復帰可能な状態で中断し、キャリブレーションジョブを実行させる。
　また、Ｓ４００２において、即座に実行すべき自動キャリブレーション処理であるとＣ
ＰＵ３０９が判断した場合にであっても、実行中の処理が中断できない、もしくは中断す
べきでない場合、実行中の処理終了後に実行するとしても良い。
　一方、Ｓ４００２において直ちに実行する必要が無いとＣＰＵ３０９が判断した場合、
ＣＰＵ３０９は、自動キャリブレーション処理をジョブリストの末尾に登録する（Ｓ４０
０６）。その後、ＣＰＵ３０９は、順次ジョブリスト上の処理を優先度に従って実行し、
自動キャリブレーションの処理順になった際に、自動キャリブレーション処理を実行して
、本処理を終了する。
【００２２】
　図５は、本実施形態を示す画像処理装置の制御方法を説明するフローチャートである。
本例は、図１に示したプリンタ１０２のキャリブレーション処理タイミング変更処理例で
ある。なお、キャリブレーション処理タイミング変更フローで説明する自動キャリブレー
ションは図４で説明した方法により投入される。以下、指示手段（ストップキー４０４）
によりジョブ処理の中止が指示された場合、ＲＡＭ３０７に保持されるキャリブレーショ
ンジョブの実行タイミングを変更するかどうかを問い合わせる画面を表示する表示制御に
ついて詳述する。
【００２３】
　Ｓ４００７やＳ５０１６において、制御コントローラ１０３がジョブリスト上の処理を
順次実行している場合について以降説明を行う。以下、ストップキー４０４が押下された
ときに制御コントローラ１０３のＣＰＵ３０９によって実行される処理手順を説明する。
　まず、Ｓ５００１で、ＣＰＵ３０９がユーザの操作によりパネル部１０４のストップキ
ー４０４が押されたことを検知した場合、Ｓ５００２に処理を進める。
　Ｓ５００２にて、ＣＰＵ３０９は、ＲＡＭ３０７に保持されたジョブの数が単数である
か、複数であるかを、ジョブ管理テーブル（ＲＡＭ３０７上に保持される）に基づいて判
定する。ＣＰＵ３０９は、ジョブの数が単数であると判定した場合、Ｓ５００３に処理を
進め、複数であると判定した場合、Ｓ５０１２に処理を進める。
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【００２４】
　Ｓ５００３において、ＣＰＵ３０９がジョブリスト上の処理が自動キャリブレーション
処理であると判断した場合、処理をＳ５００４に進める。また、自動キャリブレーション
処理でないと判断した場合、処理をＳ５０１５に進める。
　以下、図６に示すＵＩ画面の遷移状態を参照しながら、タイミング変更/中止選択処理
を説明する。以下、ジョブ処理中を表示する画面６０００において、ユーザがストップキ
ー４０４を押下した場合について説明する。
【００２５】
　図６は、本実施形態を示す画像処理装置で表示されるＵＩ画面の一例を示す図である。
本ＵＩ画面は、ＣＰＵ３０９の制御に基づいてパネル部１０４のＬＣＤ４０６に表示され
る。以下、複数のジョブが保持されていないと判定した場合（Ｓ５００２）、ＣＰＵ３０
９がキャリブレーションジョブの実行スケジュールを変更するか、当該キャリブレーショ
ンジョブを中止するかを受け付ける画面を表示する制御を参照しながら、キャリブレーシ
ョン処理を説明する。
【００２６】
　Ｓ５００４において、ＣＰＵ３０９は、タイミング変更/中止選択画面６００２をＬＣ
Ｄ４０６に表示させ、Ｓ５００５に処理を進める。Ｓ５００４におけるタイミング変更/
中止選択画面６００２では、ユーザは「後で実行」、「中止する」、「戻る」のいずれか
を選択することが出来る。ここで、選択画面６００２とは、表示された選択画面からキャ
リブレーションジョブを中止するが選択された場合、ＣＰＵ３０９は、キャリブレーショ
ンジョブの実行の可否を受け付ける画面（ユーザ確認画面６００３）を表示する。
【００２７】
　　ここで、ユーザが「戻る」を選択した場合、ＬＣＤ４０６に表示すべき画面をストッ
プキー４０４押下前の状態やデフォルト表示状態に戻し、Ｓ５０２３すなわち、通常ジョ
ブの処理を再開する。
　　一方、Ｓ５００７にて、ＣＰＵ３０９が自動キャリブレーション処理を「後で実行」
の選択を検知した場合、処理をＳ５００８に進める。また、検知されない場合、処理をＳ
５０１０に進める。
【００２８】
　Ｓ５００８においては、ＣＰＵ３０９は、実行中の自動キャリブレーション処理を中断
しＳ５００９に処理を進める。Ｓ５００９において、ＣＰＵ３０９は、中断した自動キャ
リブレーション処理をジョブリストの末尾に移動し、処理をＳ５０２３に進める。
　　Ｓ５００９において、自動キャリブレーション処理をジョブリストの末尾に移動させ
るだけでなく、処理の優先度を変更するようにしても良い。
【００２９】
　　例えば、自動キャリブレーション処理を「後で実行する」を選択した場合には、当該
自動キャリブレーションジョブの優先度を他の処理に比べ、低くすることが考えられる。
このようにすることで、ユーザが連続して印刷処理を行いたい場合に、自動キャリブレー
ション処理に比べ、ユーザの印刷処理が優先して実行できるようになり、ユーザビリティ
が向上する。
【００３０】
　また、自動キャリブレーション処理をジョブリストの末尾ではなく、ジョブリストの2
番目に移動するようにしても良い。このようにすれば、自動キャリブレーションの実行を
1ジョブだけ遅らせることができ、急いで印刷したいジョブ以外はキャリブレーション後
に印刷可能になる。
　そして、Ｓ５０２３においては、ＣＰＵ３０９がジョブリスト上の処理を処理の優先度
に従って実行する。
【００３１】
　一方、Ｓ５０１０において「中止する」の選択、もしくはストップキー４０４の押下を
検知した場合、Ｓ５０１１に処理を進める。Ｓ５０１１においては、ＣＰＵ３０９は、自
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動キャリブレーション処理を中断し、当該自動キャリブレーション処理をジョブリストか
ら削除し、処理をＳ５０２３に進める。自動キャリブレーション処理を実行しない場合に
は、印刷画像品質が自動キャリブレーションを実行する場合に比べ、低下してしまう可能
性があるため、Ｓ５００８，Ｓ５０１１へ遷移する前に、ＣＰＵ３０９は、図６に示すユ
ーザ確認画面６００３をＬＣＤ４０６に表示する処理を実行することが好ましい。
【００３２】
　Ｓ５０１２においては、ジョブリスト画面６００１をＬＣＤ４０６に表示する。Ｓ５０
１３において、ユーザはジョブリスト上の処理を選択することが出来る。Ｓ５０１４にお
いて、Ｓ５０１３で、ユーザが選択した処理が自動キャリブレーションでないとＣＰＵ３
０９が判断した場合、処理をＳ５０１５に進める。Ｓ５０１５においては、ＣＰＵ３０９
は、通常処理設定を行い、処理をＳ５０２３に進める。ここにおいて通常処理設定とは、
自動キャリブレーション処理以外に適応される処理設定であり、具体的にはジョブの中止
、優先度の変更等が挙げられる。自動キャリブレーション処理以外に適応される処理設定
に関しては本発明とは関連が薄いため、本稿では割愛する。このように、本実施形態では
、複数のジョブが保持されていると判定した場合（Ｓ５００２）、ＣＰＵ３０９が表示さ
れた複数のジョブから選択されるジョブの種別に応じて、キャリブレーションジョブの実
行スケジュールを変更するか、中止するかのいずれかを受け付ける選択画面または通常ジ
ョブを取り消す画面を表示するように制御する。
　　一方、Ｓ５０１４において、ユーザが選択した処理が自動キャリブレーション処理で
あるとＣＰＵ３０９が判断した場合には、処理をＳ５０１６に進める。
　　Ｓ５０１６において、ＣＰＵ３０９はタイミング変更/中止選択画面６００２をＬＣ
Ｄに表示させ、Ｓ５０１７に処理を進める。Ｓ５０１６におけるタイミング変更/中止選
択画面６００２において、ユーザは「後で実行」、「中止する」、「戻る」のいずれかを
選択することが出来る。ここで、ユーザが「戻る」を選択したとＣＰＵ３０９が判断した
場合、Ｓ５０１２に遷移し、ＣＰＵ３０９は、ジョブリスト画面６００１をＬＣＤ４０６
に表示する。ここで、ユーザが「後で実行」を選択したとＣＰＵ３０９が判断した場合、
Ｓ５０１９に処理を進め、「中止する」を選択したとＣＰＵ３０９が判断した場合にはＳ
５０２２に処理を進める。
　そして、Ｓ５０１９，Ｓ５０２０，Ｓ５０２２にいて、上述したＳ５０１１、Ｓ５００
８、Ｓ５００９で行う処理と同様の処理を実行する。
【００３３】
　このような構成を取れば、ユーザは非常に簡単な操作により、自動実行されるキャリブ
レーション処理の実行タイミングを変更し、または中止することが可能になり、印刷装置
の利便性をさらに向上させることが出来る。以上、フロー図を用いて、キャリブレーショ
ン処理の実行フロー、及びキャリブレーション処理タイミング変更フローを説明したが、
本発明を実施するに好適な一例であり、本発明の実施形態を限定するものではない。
【００３４】
　本発明の各工程は、ネットワーク又は各種記憶媒体を介して取得したソフトウエア（プ
ログラム）をパソコン（コンピュータ）等の処理装置（ＣＰＵ、プロセッサ）にて実行す
ることでも実現できる。
【００３５】
　本発明は上記実施形態に限定されるものではなく、本発明の趣旨に基づき種々の変形（
各実施形態の有機的な組合せを含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から除外する
ものではない。
【符号の説明】
【００３６】
１０１　データ処理装置
１０２　プリンタ
１０３　制御コントローラ
１０４　パネル部
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